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➢エネルギーの最終利用の50%
以上は熱! 殆どが直接燃焼で，
CO2排出の最大の要因

➢ヒートポンプを用いた熱の電化が
期待されるが，効果的な利用が
進んでいない．なぜ？」

✓ ヒートポンプの性能は外部環境に
大きく影響を受け，どのような性
能で運転されているか不明

✓測定すべき物理量か多く（温度，
湿度，流量，圧力，濃度等）
測定されない物理量もあり，効
率等の把握に必要な情報が十
分に得られていない．

 上記の課題を解決するため、
熱エネルギーマネジメントにデジ
タルツイン技術を導入

 熱のフローや機器効率等の「見
える化」実現し、エネマネ効果
の予測・検証を可能にする．

デジタルツインの設計例

デジタルツイン導入のメリット

集合住宅用ヒートポンプのEMSカーボンニュートラルキャンパスのEMSの全体像
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